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【下市田1区】令和8年8月7日

番号 担当課 項目 分類 質問・意見の要旨　／　◆アンケート 回答などの要旨

1 建設課 その他 意見

今回の災害の原因は雨量の問題もあるが、町道Ⅰ-1号線からも雨水が流入し、道

路を超えて山に水が入ってしまったと考えるので、雨水が道路を超えないようAsカーブ

の設置を検討するなど、復旧に当たっては専門家的な知見に基づいた施工をしてほし

い。

生活道路としても重要な道路であるため、事前に周辺住民の声を聞いたうえで着工

してほしい。

この箇所は倒木が度々あるため、山林の点検を実施し、危険な大きな木は事前に切

る等対策いただきたい。

今回は国が災害と認める雨量であったことはご理解いただきたいです。Ⅰ-1号線からの流入も事実であり、崩落個所にはアスカーブも設置されていましたが、それを

乗り越えるだけの雨量があったというのが現実です。復旧方法については専門家に見ていただきつつ、国の災害の査定を受けながら進めていきます。現在は安全を

確保するための措置をしておりますが、実際に工事を進める際には説明会を開催しますが、その参集範囲等については自治会長と相談しながら進めていきます。

山の手入れは所有者に適切に管理してもらうことが前提かと思いますが、要望として産業課へ報告いたします。

2 総務課 消防・防災 質問

積善会館とふれあい会館は町としてどのような位置づけをしているか。あるいはどういう

役割をを考えているか。

避難所開設について、台風や前線による豪雨の予報は制度が高くなっているので、事前の準備について予想がつきますが、地震に関しては町のほうで動ける範囲

と地域の皆さんで動いていただくことが重要になります。

タイムラインを基に運営をいただいて、規模が大きい地震は町の指示を待たず地域の皆さんで避難所の運営をいただく流れになります。

3 総務課 消防・防災 質問

積善会館とふれあい会館に必要な設備や備品のうち、不足しているものを町で用

意、負担してもらえるか。

何が必要か、地区計画やそれ以外の場面でも相談をいただきたいです。本年度地区の備蓄品計画のまとめをしていただいており、必要な備品等については、宝くじ

や町の補助制度を活用しながら整理をお願いしています。計画に従って地区計画要望の中で上げてもらうようお願いしています。

4 総務課 消防・防災 質問

各地区の地区館のWi-Fiの設置状況は

地区館単位でのWi-Fi整備を町の費用で実施してもらえるとありがたい。

町内7区の区民会館には町でホームルーターを設置していますが、各地区館へは町のほうで設置はしていません。単独で整備をしている地区館もありますが、町で

設置していない地区の状況は把握していません。

5 総務課 消防・防災 アンケート

町としては地区計画であげてくださいというが、防災用品や備品などは別に町が計画し

てはどうか。

災害時行政が全ての避難所の運営をすることは不可能です。共助の部分は地区の皆さんが地区防災計画や地区タイムラインを元に避難所運営を行っていただく

こととなることから、必要な用品などについても主体的に検討いただく必要があります。

6 建設課 かわまちづくり事業 アンケート

国スポ

ビーチバレーボール会場の後利用を十分検討してもらいたい。必要がなければ違うも

のに作り替えるようにして無駄な維持費を生じさせないでほしい。

貴重なご意見、ありがとうございます。充分検討してまいります。

7 総務課 自治組織 アンケート

自治会加入が強制力を持たないのは分かるが、デメリットが目立つ現在を、メリットが

あるものに出来ると良いのではないかと思います。料金的なところで差がつく（自治会

役員や組織内で役を負っている方に、町から補助が出るなど→補助は未加入者から

徴収したもので）、役員をやったら将来的に町税が下がる、など。

加入未加入が強制力を持てないため、それにより住民全員が負担する税金等を軽減することはできません。町からは、地区運営費や役員の手当の一部を補助金

として交付しており、その原資は税金であり、加入未加入全ての方が負担していると言えます。

現在あり方検討を進めていますが、現状の課題を解決しつつ、人口減少少子高齢化や価値観の変化を踏まえたこれからの自治会の姿を考えていきますので、町

民一人一人が自分事としてお考えいただき、ご意見をお寄せいただきたいと思います。

8 総務課 消防・防災 アンケート

防災に関わる資金が、区や自治会が出すことになる部分がある。未加入世帯を避難

時に受け入れることになると思うが、なかなか納得できない気持ちがある。

同様のご意見はいくつか寄せられています。災害時には町内の旅行者、通勤者など必ずしも住民でない方も被災し、避難されます。一方で防災をきっかけに多くの

方が自治会活動に参加された例も全国にはあります。町としてこれからの自治会の大きな役割の一つとして認識しており、防災の面で多くの方が加入いただけるよ

う、様々な場面で啓発してまいります。

9
議会事務

局
その他 アンケート

福岡県議会での忖度問題みたいなことは、町議会ではないのか？若手議員の意見

を大御所が潰すみたいなことや、役場職員が議員のご機嫌を伺うようなことは無いの

か？

昨年7月の改選により定員14名のうち新たに5名が議員となられました。より多様な意見が期待されますが、そうであればこそ互いの意見に耳を傾け真摯に応える

など、議論には一定のルールが必要となります。その前提のもとで深い議論が交わされるよう努めます。職員は議員に対し敬意は払いますがご懸念のような特別な

計らいはありません。

10 総務課 情報発信・広報広聴 アンケート

LINE、HPの活動報告について、年代によってはスマホを持っていないと思います。 SNSなどによる情報発信を進めていますが、多様な情報発信の一つとお考えいただきたいと思います。スマホを持っていない方には従来からの紙媒体や、福祉サー

ビス、民生委員などの関わりなども活用し情報伝達に努めてまいります。

11
教育委員

会
通学路 アンケート

中学校や役場周りの道路で歩道がないところがまだたくさんあり、小中学生が車に気

を付けながら歩いている姿を見受けます。なるべく早く歩道を設置して安心して歩ける

ようにしてもらいたいです。

貴重なご意見、ありがとうございます。担当課とも相談し、できるところから整備ができるよう進めてまいります。また、毎年実施しているPTAの皆さんとの通学路点検

などの意見も参考にして参ります。よろしくお願いします。
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